
 

 

 

 

 

 

オオツノヒツジの「エビゾウ」が死亡しました 

金沢動物園で飼育していたオオツノヒツジの「エビゾウ」が死亡しましたので、お知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 死亡したオオツノヒツジについて 

(1) 名 前： エビゾウ 

(2) 性 別： オス 

(3) 年 齢： ７才（平成 25年 5月 23 日生まれ） 

(4) 死 亡 日： 令和２年 11月７日（土）10時 00分に死亡確認 

(5) 死 因： 急性腸炎の疑い 

２ プロフィールと経過  

エビゾウは、群れの中で最も体格が良く、体重が 90 ㎏を超える立派なオスでした。一方、

人に良く慣れ、担当者を見るとすぐに近づいてきてはブラッシングを要求するほどでした。

今年、初めて誕生した子ども「ソラ」の父親でもあり、今後の繁殖が期待されている個体でし

た。10 月中旬に、歩様の異常から左後肢骨脱臼が判明し、11 月 5 日に左膝骨の脱臼整復手術

を行いました。術後の経過が思わしくなく、11 月 7 日の療養中に死亡しました。 

 

 

                                                        

 

 

 

お問合せ先 

金沢動物園 園長 小國 徹  ℡045-783-9400 

金沢動物園 

 
指定管理者：（公財）横浜市緑の協会 

令和２年 11 月 16 日 
（公財）横浜市緑の協会 
金 沢 動 物 園 

記 者 発 表 資 料 

元気なころの「エビゾウ」 
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【参考資料】 

１ オオツノヒツジについて 

和 名 オオツノヒツジ 

英 名 Rocky Bighorn Sheep 

学 名 Ovis canadensis 

分 類 鯨偶蹄目 ウシ科 

分 布 ロッキー山脈の高地の斜面、岩壁のある山すそ  

特 徴 

オスは体高 80～100cm、体長 120～170cm、体重 57～140 ㎏。 

メスはオスより一回り小さい。10 頭程度の小さな群れで暮らす。 

メスを巡ってオス同士が争うことがあり、その角突きは有名。 

国内飼育状況 
2 園館で 19 頭飼育されています。 ※令和２年１月時点 

金沢動物園、盛岡市動物公園 

当園飼育頭数 14 頭（オス 8 頭、メス 6 頭）死亡個体含まず  

 

 

２ 金沢動物園について 

◆入 園 料：一般 500 円、高校生・中人 300 円、小・中学生 200 円、小学生未満無料 

（毎週土曜日高校生以下無料） 

※よこはま動物園・金沢動物園共通年間パスポート（18 歳以上） 2,000 円 

◆開園時間：9:30～16:30（入園は 16:00 まで） 

◆休 園 日：毎週月曜日（祝日の場合は翌日）、12/29～1/1 

◆交  通：京浜急行「金沢文庫」駅下車、西口バス乗場でバスに乗車 

①「野村住宅センター」行きバス「夏山坂上」下車徒歩 6 分 

②急行「金沢動物園」行きバスで 10 分（土・日・祝のみ） 

◆URL：http://www.hama-midorinokyokai.or.jp/zoo/kanazawa/ 

◆住  所：横浜市金沢区釜利谷東 5-15-1 

◆問合せ先：045-783-9100 

 

※ 金沢動物園では、ご来園の皆様へ下記の点について、お願いしております。 

・発熱や咳等の症状のある方はご来園をお控えください。 

・ご来園の際には、マスクの着用をお願いいたします。 

  その他詳細はホームページをご確認ください。 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、皆様のご理解とご協力をお願いします。 

 


